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日本航海学会論文原稿の執筆要領及び原稿作成例

航海　太郎
・海洋　花子

Print Sample of Japanese Manuscript
for the Journal of Japan Institute of Navigation

Taro KOKAI and Hanako KAIYO
Abstract
The present file shows a print sample of the camera-ready manuscript for the Journal of Japan Institute of Navigation. Its text describes instructions to prepare the manuscripts: the layout; the font styles and sizes; and others. If you replace the text or the figures in the present file by your own ones, using CUT & PASTE procedures, you can easily make your own manuscripts. The editorial committee requests the authors to read the instructions carefully.
For this English Abstract, font used here is Times-Roman 10.5pt.

Keywords : Times, 10.5pt, several words, no blank line below Abstract, indent if key words exceed one line
キーワード：明朝体，10ポイント，3～5語
1.執筆要領
このファイルは、日本航海学会論文集の執筆要領及び原稿作成例を示したものです。原稿を作成するために必要なレイアウトやフォントに関する基本的な情報を記述しています。ファイルは、原稿そのものの体裁をとっています。著者から提出された原稿をそのまま電子ジャーナルとして掲載しますので、執筆要領及び原稿作成例にしたがって執筆して下さい。
(1) 論文は、過去1年以内に講演会で発表され、講演予稿集に掲載された論文に限ります。
(2) 原稿は、A4サイズ、上25mm下20mm、左右20mmの余白を持って、縦長にして使用して下さい。

(3) 原稿は、15頁以下で、横2段組み、1段23字45行で作成して下さい。
(4) 論文掲載料は、6頁まで3万円で、7頁以上は1頁毎に5千円の掲載料が加算されます。
(5) 図表等でカラーを使用しても結構ですが、鮮明なものに限ります。
(6) 著者数は4名以内で、第一著者は、本会の会員に限ります。

(7) 論文の著作権は、原則として本会に帰属します。ただし、著者自身が複製や翻訳等の形で利用することを妨げません。
(8) ページの右上のヘッダー部分に、ページ番号を記入して下さい。なお、「掲載可」となった後の最終提出原稿では、ページ番号を削除して下さい。
2.　論文の体裁

2.1　投稿原稿

投稿原稿は、原則として和文に限ります。

2.2　術語

術語は、原則として本学会選定の海事用語および文部科学省編集の学術用語集記載の用語とします。

2.3　構成

論文は、表題、抄録（Abstract）、本文、図、表、写真などから構成され、本文には、まえがき、本論、むすび、謝辞、参考文献などを記述します。

2.4　単位

本文、図表などの単位系は、原則として国際単位(SI)を用いて下さい。

3.　表題

3.1　表題の記述

論文には、横1段組みとして和文表題と英文表題を付けて下さい。

3.2　表題の体裁

主題名を表す英文は、冠詞、前置詞などのほかは大文字で書き始めます。最先頭の文字も大文字とします。

〔例〕On Print Sample of Japanese Manuscript

また、論文の主題と副題とは別行に書き、いずれもピリオド（.）をつけません。第1報、第2報などはローマ数字を用いて表し、数字の後にピリオド（.）をつけます。

また、副題はハイフンではさみます。

〔例〕和文原稿作成例について－Ⅱ.
3.3　表題のフォント

和文表題は、ゴシック体、18ポイント、そして、英文表題は、Times、18ポイントとし、それぞれ中央揃えとします。

4.　著者名

4.1　著者名の記述

表題の後、1行空けて著者名をつけます。原稿には、和文の著者名と英文の著者名をつけます。

4.2　著者数の制限

著者数は4名以内とし、講演予稿の著者から変更などはできません。

4.2　著者名の体裁

和文の著者名は、表題とは別行に書きます。連名の場合は、（・）で連ね、末尾にはピリオド（.）をつけません。また、英文（ローマ字）の著者名は、次の例のように記述します。連名の場合はコンマ（,）で連ね、最後の名前をandで結びます。末尾にはピリオド（.）をつけません。

〔例〕

Taro FUNE, Jiro MINATO and Hanako UMI
4.3　著者名のフォント

和文著者名は、明朝体、14ポイント、そして、英文著者名は、Times、14ポイントとし、それぞれ右揃えとします。

4.4　会員種別・所属・電子メールアドレス

原稿の第1ページに脚注として、著者の会員種別、所属を書きます。住所、電子メールアドレス等を追加してもかまいません（11.の脚注参照）。

5.　抄録（Abstract）

5.1　抄録の記述

論文には、横1段組みとして、英文抄録をつけます。英文抄録は、12行以内とし、両端揃えとします。

5.2　抄録のフォント

「Abstract」は、Times、12ポイント、太字とし、中央揃えとします。また、英文抄録は、Times、10.5ポイントとします。

6.　キーワード（Keywords）

6.1　キーワードのつけ方
原稿には、英文と和文、それぞれ五つ以内のキーワードをつけます。なお、最初のキーワードは審査分野名とします。英文キーワードの普通名詞は小文字で始めます

6.2　キーワードのフォント

英文キーワードは、Times、10.5ポイント、斜体、そして、和文キーワードは、明朝体、10ポイント、斜体とします。「Keywords」と「キーワード」は、太字で、0.5ポイント大きなサイズとします。

7.　見出しと本文

7.1　見出しのレベル（見出しが１行以上に長くなるときは、この例のようにインデントし折り返す）

見出しのレベルは、原則として章、節、項の3段階までとし、次の例のように記述します。

　2.　○○○

　2.1　△△△

　2.1.1　□□□
7.2　見出しのフォント

見出しは、ゴシック体とし、章を12ポイント、節と項を11ポイントの太字とします。

7.3　スペース

7.3.1　本文と章・節

本文と章・節の間には、１行のスペースを空けて下さい。

7.3.2　本文と項

本文と項の間には、特にスペースを空けません。また、ページや段が切り替わる部分は、章などの見出しが最上部に来るように調整して下さい。

7.4　本文のフォント

本文は、明朝体10ポイントとし、文頭は１字下げて下さい。

8.　図・表・写真

8.1　図表等の位置

図表等は、原則として、それらを最初に引用する文章と同じページに置くこととします。原稿の末尾にまとめてはいけません。また、図表等は、原則としてそれぞれのページの上部または下部に集めてレイアウトして下さい。

8.2　図表等の幅

図表等の幅は、「ページ幅いっぱい」か「１段の幅いっぱい」のいずれかとします。図表等と文章との間には、１行程度のスペースを空けて区別を明確にします。

8.3　図表等の体裁

図表等には、番号と標題をつけます。番号、標題、図表中の用語は、日本語または英語とします。ただし、同一論文で日本語と英語が混在しないようにして下さい。また、図については、Wordファイルをpdf化する際は、図と別箇にオブジェクトを入れた形式のままpdf化せず、一つの画像データ等に加工した上で、論文に挿入した後、pdf化して下さい。
8.4　図表等の番号
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図表等の番号は通し番号とし、図と写真は日本語では「図」、英語では「Fig.」を、表は日本語では「表」、英語では「Table」を用います。二つ以上の図などを同一図番号とするときは、図8(a)、図8(b)、またはFig.8(a)、Fig.8(b)などとします。

Table 8  Caption of table ---------------------
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Fig. 8  Caption of fig. ------------ --------- ------- ------

-----長くなるときは、このようにインデントして折り返してください。---------- -----
8.5　キャプションのフォント

図表等の番号と標題は、Times 10ポイントとします。

8.6　その他

図表等は、十分判読できるよう、線の太さ、文字の寸法、色等に注意して下さい。

9.　数字と数式

9.1　表現方法

言葉、用語、名称として慣用している数表現には漢字を用い、普通の数を表すものは算用数字とします。

〔例〕一つの、二三の例、5隻
9.2　数の書き方

数は、次の例のように記述します。

〔例〕0.24　15,000　5×10-2

9.3　数式の書き方

数式は、次のように記述し、式番号はかっこ書きで右詰めにします。数式と式番号の間のリーダー（点線）はなくてもかまいません。なお、Wordファイルをpdf化する時は、フォントを埋め込む形式を指定して下さい（指定せずにpdf化すると数式が歪んで表示される場合があります）。
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また、文章と同行中にある数式は、次の例のように記述します。

〔例〕
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10.　和文中の外国語およびローマ字

10.1　人名・地名等

人名、地名、専門用語で一般に熟知しているものは、カタカナを用いてもかまいません。なお、外国語をそのまま用いるときは人名、地名およびドイツ語の名詞は、頭文字のみを大文字で書き､その他の専門用語はすべて小文字で書いて下さい。

10.2　ローマ字

使用するローマ字は原則としてヘボン式とします。ただし、引用のときはヘボン式でなくてもかまいません。

11.　脚注

11.1　記述方法

本文中の脚注を必要とする箇所に数字（1、2、…）を上ツキで挿入し、そのページの下部に横1段組みとして、（1、2、…）につづいて脚注を書きます。

11.2　脚注のフォント

明朝体、9ポイントとし、ます。
12.　謝辞

「謝辞」は、「結論」と「参考文献」の間に置いて下さい。フォントは、明朝体、10ポイントとし、ます。

13.　参考文献

13.1　本文中の書き方

参考文献は、参考順に番号を振り、その参考箇所でこのように(1)上付き・両括弧付き数字で指示します。

〔例〕・・・が発生することも報告(3)されている。

13.2　参考文献の書き方

参考文献の書き方は次のようにします。

全員の著者名を書くと共に、最後にピリオドを付けて下さい。論文のDOIが分かる場合は、〔例〕(4)のように記述して下さい。
論文集など：著者名, 表題, 論文集名, 巻数, 号数, ページ, 発行年月日.

著書：著者名, 書名, ページ, 発行所, 発行年.

〔例〕

(1) 航海太郎・海洋花子：日本航海学会論文集の完全版下投稿用和文原稿作成例, 日本航海学会論文集, No.108, pp.1-4, 2003.4.

(2) Taro KOKAI and Hanako KAIYO : Print Sample of Japanese Manuscript for the Journal of JIN, The Journal of Japan Institute of Navigation, No.108, pp.1-4, 2003.4.

(3) 日本航海学会：論文集トップページ, https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jin/-char/ja/, 2013.3.

(4) 海事花子：○○○に関する研究, 日本航海学会論文集, Vol.199, pp.1-4, 2199.4, (doi: 10.9749/jin.199.1).
補足

「http://dx.doi.org/」に続けて、〔例〕(4)の「doi:」以下のコードを入力すれば、該当する論文を見つけられます。
〔例〕http://dx.doi.org/10.9749/jin.199.1
13.3　略語

論文集名などの略し方は慣用法によります。

〔例〕SNAME　IEEE

13.4　参考文献のフォント

明朝体、10ポイントとします。
14.　謝辞・参考文献

結論の後の謝辞、参考文献は、次のようなレイアウトとなります。


5.　結論

　------　----　-----　------　-----　-----　----　----　----　------　-----　-----　------　------　----　----　------　--------


謝辞

--------------　----------　------------　----　----　-----　---　------　---　-----　----------　----------

参考文献

(1)　-----------------------

15.　その他注意事項
商品登録された製品名は、極力、使用しないで下さい（特に論文題目には使用しないで下さい）。ただし、論文の性格から使用が必要不可欠かつ商標元の了解を得ている場合は、事前に事務局に連絡して下さい。

以上

（原稿作成例2015年11月26日版）
上部余白30mm





章と同じフォントです。


和文：12ポ,ゴシック ,太字








Microsoft Wordを使用している人は、参考文献の番号をつけるのに、「段落番号」機能を使用すると便利です。








�　正会員　○○○株式会社△△△課　（〒135-00XX　東京都江東区XXX　2-X-X）　taro@xxxxx.co.jp


�　Wordの「脚注の挿入」を使用しています。
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